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個 感 対策 特徴 感 予防 発生時 対応  

 

章 高齢者 護施設 い 特 団感 発生 高い

感 症 い 載   

 

感 経路 予防措置策 

感 経路 (1) 接触感 (2)飛沫感 (3)空気感 ( )血液媒

感 あ 対 予防策 標準予防措置策

追加 行い う  

疑わ 症状 あ 場合 診断 前 あ 予防

措置 必要  

 

(1) 接触感  

接触感 感 性胃 炎 管出血性大 菌感 症

疥癬 あ 多剤耐性菌感 症 あ 耐性黄色

球菌 MRSA 感 症 膿菌感 症 あ  

手指 器 起 高い伝播 汚 物 嘔 物 排泄物

泌物 接触 環境 汚 手指 注意 必要

 

 

予防措置策  

 原則 個室管理 病者 団隔 場合 あ

 

 居室 特 空調 設置 必要 あ  

 時 手袋 着用 人 便 創部排膿

触 場合 手袋 交  

 職員 手洗い 励行 適宜手指消毒 行い  

 能 限 個人 用 療器 使用  

 汚 物 接触 予想 着用

脱い あ 衣服 環境表面 物品 触 い う 注意

う  

(2) 飛沫感  

肺炎球菌感 症 流行性耳 炎 風

当  
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咳 会 飛散 飛沫粒子 5違m 落

30～80cm/sec 伝播 感 飛沫粒子 半 m

床 落 空中 浮 あ う 予防措

置策  

 

 

予防措置策  

 原則 個室管理 病者 団隔 場合 あ

 

 隔 管理 い 間隔 m あ

必要  

 居室 特 空調 必要 開 い  

 時 職員 外 用 着用  

 職員 う い 励行  

 咳 い 入 者 吸状態 確認 着用

検討  

(3) 空気感  

結 結 菌 麻疹 麻疹 水痘 状疱疹 当

 

咳 飛散 飛沫 5違m 落 0.06～

1.5cm/sec 伝播 感 飛沫 空中 浮 空気

流 飛散  

う 予防措置策  

 

予防措置策  

 入院 治療 必要  

 病院 移送 間 原則 個室管理  

 特 空調 要 部 空調 陰  

 時 職員 高性能 N9511
着用  

 疫 い職員 患者 接触 避  

 咳 い 入 者 吸状態 確認 着用  

検討  

 

                                                   
11 N95 式 称 N95微粒子 米国 SH 国立労働 全衛生研究

定 規格 認 微粒子用  
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個 感 症 特徴 感 予防 発生時 対応 

(1) 接触感 経口感 含  

a. 感 性胃 炎  

特徴 

冬季 感 性胃 炎 主要 原因

感 力 強 少 100個 感 団感

起 あ 汚 貝類

枚貝 生あ い 十 加熱調理 い 食 場合 感

調理 過程 柔 1 間 加熱 行

え 感 性 い 現 枚貝

感 者 → 感 例 多 報告 い  

高齢者 護施設 い 入 者 便 嘔 物 触 手指

扱う食品 感 起 場合 多 い 特

嘔 物 処理 注意 必要  

潜伏期 1～2日 主症状 気 嘔 痛 痢 通常

～ 日 い 治癒  

高齢者 護施設 感 入 者 便 嘔 物 触 手指

扱う食品 感 起 場合 多 い

施設 手 触 場 手 水 蛇口

手 汚 い 能性 あ

感 起 あ 場合 戸水 入浴中

排便 浴槽水 感 起 あ

接触感 嘔 物 処理 護中 嘔

飛沫 感 あ  

 

常時 対応 

感 防 い手洗い 消毒 実行 大 護

職員 護職員 配膳前 食 時 必 手 洗い

う 手袋 脱い 必 手 洗い う  

消毒効果 弱い

擦式消毒薬 手指衛生 効 あ 液体石

手洗い 要 固形石 媒

能性 あ 液体型 石 使用 奨  

食品 扱い い 付録 大 調理施設衛生管理

成 9 3 24日衛食第 85号 最終改 成

日食 発 第 号 添 中 規模調理施設
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衛生管理 徹底 い 成 9 6 30日衛食第 201号

厚生省生活衛生 食品保健課長通知 参照 い  

 

疑う 症状 断  

初期症状 嘔 痢 う 症状 あ 場合

必 護職員 報告  

 噴射 う い嘔  

 痢 水様便  

 

感 疑 ～対応 方  

入 者 対応  

 能 限 個室 移 個室 い場合 症状 入 者

部  

 嘔 症状 本人 予想 経過 明 食 い

様子 断  

 痢 嘔 症状 脱水 起 水 補給

必要 口 水 補給 い場合 補液 滴

必要 療機関 診  

 突然嘔 人 近 い 嘔 物 触 能性 あ 人

潜伏期 48時間 考慮 様子 見  

 連 2食 通常 食 食 4時間嘔

嘔 症状 治 断  

 高齢者 嘔 際 嘔 物 気 あ

息 い う気 確保 行い 吸引

う 日 体 整え  

 

染 食 中 嘔 食器 嘔 物 汚 場合 厨 持

い 蓋付 容器 亜塩素酸 液 0.05

～0.1 作 食器 い 膳 食器 出

厨  

 

高齢者 護施設 体 連絡  

 感 確認  

   食 摂 人 観察  

   感 者 施設外部者 接触 あ う 確認  

   施設 発症者 い い う 調  
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 24時間 う 水様便 嘔 症状 発症者 2人

場合  

→ 護職員 護 録 録 責任者 口頭 伝え  

→ 責任者 施設全体 緊急体 敷  

→ 護職員 発症者数 症状 者数 現況 朝

報告 職員全体 経過 把握 う 痢

嘔気 症状 あ 入 者 報告 用 使用 い  

 面会 必要最 限 面会者 情報 示 理解

 

 責任者 感 対策 確実 実施 い 観察 確認

消毒薬 嘔 物処理等 必要 用 足 い 確認 必

要  

 

発生時 対応 

嘔 物 排泄物 処理  

 嘔 物 処理 手 徹底  ☞ 29  

 使い捨 手袋 着用  

 飛沫感 能性 指摘 い

う  

 嘔 あ 場合 周 い 汚 い 考

え 濡 嘔 物 散

防 要  

 最 亜塩素酸 液 0.1 確実

使用 袋 入  

染嘔 物処理用品 入 処理用 い 使え う 用

意  

 袋 入 2

全 感 性廃棄物 処理  

 使用 場合 気 十 便 周 環境 十 消

毒  

 使用 洗面 等 洗い 消毒  

 処理 手袋 液体石 流水 入

念 手 洗い  

 亜塩素酸 液 使用 あ 気  

 

洗濯  

 周 汚 い う 丸 袋

入  
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 衣類 便 嘔 物 付着 い 場合 付着 い 軽

洗い流  

 亜塩素酸 液 0.0 ～0.1 10

程 あ い 85柔 1 間 熱湯消毒  

 洗濯機 洗濯 乾燥  

 団 付着 場合 処理方法 い 厚生労働省

掲載 い 関

12 Q20

参照 い  

 

食  

 入 者 対 水 養補給 行い体力 消耗 い う

 

 水 日 1500cc 配置 師 指示 確認 心

牛乳 え  

 

入浴  

 症状 落 着 入浴 状態 あ 1 間 い 最

入浴 う  

 入浴 洗い場 等 洗浄 加え 消毒 実施

 

 

報告  

 感 症発生時 対応 行 報告 章 参

照 い  

 

解除 断 

 嘔 痢 痛 発熱 症状 ～ 間

排便 見 あ  

 施設全体 新 い患者 間出 終息

い う 感 対策委員会 最終的 断  

 職員 感 者 症状 消失 3～5日 就業 限 食品

扱う部署 外 手洗い 入念

対策 方 い う 症状消失 便

い  

                                                   

12 関 作成 成 16 日 厚生労働省 最終改定

成 日    

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html 
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b. 管出血性大 菌 管出血性大 菌感 症  

特徴 

大 菌自体 人間 普通 存 無害

中 痢 起 原因 大 菌 あ 病原性大 菌

いい う 特 出血 伴う 炎 引 起

管出血性大 菌 O157 管出血性大 菌 種  

管出血性大 菌 人 存 い 大 菌 性状

毒素 産生 特徴 毒素産生菌 O157

最 多い O2 O104  O111 型 あ

13 

少 菌 感 いわ 均 3～5日 潜伏期 発症

水様性便 い あ い 痛 血便  

 

常時 対応 

少 菌 感 高齢者 団生活 場 感

防 必要 あ 感 予防  

 手洗い 励行 排便 食 前  

 消毒 便 含浸綿 清拭  

 食品 洗浄 十 加熱 

衛生的 扱い 大  

 

発生時 対応 

 い 痛 伴う 回 水様便 血便 あ 場合 病原

菌 検出 無 わ 療機関 診

師 指示 従う 要  

 食 前 便 手洗い 徹底 大  

 管出血性大 菌感 症 類感 症

14
あ 診断

師 診断 直 最寄 保健 出 い

 

                                                   
13 http://www1.mhlw.go.jp/o-157/o157q_a/ 及 参照  
14 感 症法 感 症 類 付録 84 86 参照  
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c. 疥癬虫 疥癬  

特徴 

疥癬 種 あ Sarcoptes scabiei 皮膚

寄生 発生 皮膚病 部 胸部 大 側

い 伴う感 症 直接的 接触感 衣類 類

間接的 感 例 あ 性感 症 入

い  

疥癬 病型 通常 疥癬 症 疥癬 通称 痂皮型疥癬 あ

痂皮型疥癬 感 力 強 団感 引 起 能性 あ

通常 疥癬 本人 適 治療 過 対応 必

要あ  

疥癬虫 皮膚 比較的短時間 死滅 熱 弱

50柔 10 間 死滅  

 

常時 対応 

疥癬 予防 期発見 適 治療 行う 必

要 疥癬 疑わ 場合 直 皮膚 門 診察

う 衣類 類 熱水 洗濯 必要 駆除

団 定期的 日 消毒 乾燥 護職員 感 予

防 手洗い 励行 大  

 

疑う 症状 断  

疥癬 期発見 大 う 皮膚 見 見 疥癬

疑い  

入 時 普段 皮膚 観察 忘 い う  

 皮膚 掻痒感 あ 皮膚 観察 赤い乾燥 皮膚 盛

あ 時 疥癬 線状 皮疹 認

 

 特 施設 移 入 者 方 注意

観察  

 時 疫 全患者 糖 病 投 腎 全

発症 場合 あ  

 

感 疑 ～対応 方  

 皮膚 依 出 特 皮膚 角化

い 痂皮型疥癬 場合 数 多 感 力 強 治療 遅

広 い 至急 依  
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 素手 皮膚 触 い う 無防備 患者 接触

い 要  

 多 人 接触 多い検査 X-Ray 出

皮膚 診断  

 責任者 連絡 報告  

 

発生時 対応 

痂皮型疥癬 場合 施設 団発生 あ 接触感 隔

必要  

 手袋 使い捨 着用  

 使用 い  

 患者 清潔 大  

 寝衣 洗濯 着替え  

 皮膚 観察 清潔  

 入浴 方 毎日入浴  

 入浴 い方 対 皮膚 観察 含 毎日清拭

 

 使用 袋 入 口

日 置 洗濯 出  

 疥癬虫 皮膚 比較的短時間 死滅 通常

清掃 行 い 清掃 際 接触感 予防

行 い  

 接触 職員 

 無防備 接触 職員 当日着 衣服 洗濯

宅 入浴 ワ 着 全 着替え 洗濯

 

 前 部 候 現 多い 言わ 接触

職員 良 観察 う 皮膚 掻痒感 皮疹

至急 皮膚 診 時 責任者 連絡  

 

解除 断 

隔 解除 前 患者 全身 観察 新 い皮疹 い

確認  
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d. 薬剤耐性菌 

特徴 

耐性黄色 球菌 MRSA 膿菌 表

各種 薬剤耐性菌 主 院 感 原因菌 問題 い

表 耐性菌 抵抗力 保 い 人 対 病原性

示 い 保菌 い 健康被害 あ

感 抵抗性 人 耐性菌 感 起

場合 効 抗菌薬 限 治療 あ

 

方 耐性菌 中 い 健康 人

あ 最近 傾 質特異性 張型 β
ESBL 酵素 産生 菌 国 増加傾 あ

入院 い 般 人 う  

耐性 球菌 VRE 国

高 あ 療施設 護施設 い

15
起 い菌 特 交 排泄物 扱う作

業 菌 伝播 い 作業

際 十 注意 必要  

高齢者 護施設 い 耐性菌 保菌 い 人 入

い 能性 あ 通常 入 生活 い 保菌者 対

限 設 特 扱い 必要 あ 保菌者

対 過 対応 差 繋 い う注意 必要

あ  

 

常時 対応 

耐性菌 接触感 伝播 感 防 日常的

手洗い 要 使用 物品 汚

清拭 扱 手洗い 手指消毒 徹底 必要

 

咳 痰 症状 咽頭 保菌 い 状態 周

耐性菌 広 能性 い 個室 管理 必要 あ

般的 標準予防措置策 実施 十 対応 能  

 

 

                                                   
15 特定 病原体 感 感 症 通常起 得 状態 超え 短期間 多数発生

般的 療機関 施設 感 症 流行 起 場合 指

地域 国 広範 流行 場合 指 あ 非常 稀 感

症 発症 場合 広い意味 あ  
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発生時 対応 

 咳 痰 褥瘡感 痢 周 耐性菌 広 い状態 発

生 場合 接触感 予防措置策 行い 51 参

照  

 感 者 個室対応  

 入 者 中 糖 病 性 吸器 患 抵抗性

い人 い 場合 配置 考慮 室

避  

 感 者 診断 治療 適 行う 感 徴候 認

療機関 診 う う  

 

解除 断 

養検査 菌 陰性化 確認 接触感 予防策 解除

行い 解除 標準予防措置策 実施 再 感 徴候 認

い う 注意深 観察 い 必要 あ  

 

 

表3 表的 薬剤耐性菌 

 

 

 

 

 

 

 

 

. 主 院 感 起 菌 

耐性黄色 球菌 MRSA 院 感 型  

膿菌 多剤耐性 膿菌 MDRP 含  

耐性 球菌 VRE  

各種遊- 産生菌 ESBL産生菌 AmpC産生菌 遊-

産生菌 含 ) 

多剤耐性  

 

. 主 中感 起 菌 

耐性肺炎球菌 (PRSP) 

耐性 菌 BLNAR ) 

中感 型 耐性黄色 球菌(CA-MRSA) 
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(2) 飛沫感  

a.  

特徴 

日本 主 冬季 流行 急 38柔

40柔 高熱 出 特徴 倦怠感 筋肉痛 関節痛 全身症状

強 い症状 5日 気管支炎 肺炎 併

発 症化 心 全 起 あ 体力 い

高齢者 わ あ  

感 経路 咳 飛沫感 主 汚

手 鼻粘膜 接触 感 場合 あ 潜伏期 1～2

日 時 7日 感 者 伝播 時期 発症 前日

症状 消失 2日 い  

い 感 症 予防及 感 症 患者 対

療 関 法 感 症法 い 作成

関 特定感 症予防指 い 施設 感 予

防 手引 策定 定 高齢者等 入 施設

感 防 対 対策 い  

 

○ 総合対策  

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/influenza/index.html 

 

常時 対応 

感 力 非常 強い

施設 持 い う 施設 感 防

本 い 施設 発生 場合 感

大 能 限 阻 被害 最 限 抑え 施設 感

防 対策 目的  

施設 常設 感 対策委員会 設置 施

設 感 想定 十 検討 行い  

 日常的 行う 対策 予防対策  

 実際 発生 際 対策 行動計  

い 日常的 各々 施設入 者 特性 施設 特性 応 対

策及 手引 策定 要  
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予防 い 冬季 注意  

予防措置策 入 者 職員 ワ 接種 行う 効

16
入 者 対 流行 前

予防接種 必要性 効性 応 い 十 明 意 得

接種 希望 入 者 全 接種 う配慮

定期的 活動 い 面会 来 家族

様 対応 望 い 考え  

咳 い 人 う方法 効果

的 入 者 面会者 咳 い 人 着用 い

咳 方法 咳 知

う う 活用 い う  

                                                   
16 65 健常 高齢者 い 45 発病 阻 80 死亡 阻

効果 あ 報告 い ワ 効果 関 研究 主任

研究者 神谷齊 考慮 成 13 予防接種法 類

病 65 高齢者 60～65 定 礎 患 人 定期接種

対象  
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咳 例  

 

 

流行時期 前 10 ～11 職員 入 者 ワ

接種 う   ☞ 19    
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疑う 症状 断  

 急 発熱 38～40柔 全身症状 頭痛 痛 筋肉痛 全身倦

怠感 高齢者 発熱 著 い場合 あ

注意 必要  

 症状 時 あ い 遅 咽頭痛 鼻 鼻閉

咳 痰 気 炎症状 

 痛 嘔 痢 消化器症状 伴う場合 あ  

 

 

感 疑 ～対応 方  

施設 感 対策委員会 い 策定 行動計 実際 発生

際 体的 対策 従 対応 う  

 抗 薬 発症 48時間 治療

開始 い 無効 疑う症状 あ 場合

療機関 診 う  

 疑う場合 診断 場合 本的

個室対応  

 複数 入 者 疑い あ 個室 足 い場合

症状 人 室  

 疑い あ 入 者 診断 入 者

処置 場合 職員 着用  

 罹患 入 者 部 出 場合  

 職員 感 場合 休業期間 施設 決 通常 発

症 間 解熱 日 い 施設 多い う  

 感 者 室 い 入 者 露

能性 高い人 対 抗 薬 予防 服 行

わ 場合 あ 感 症化 い方

特 場合 除 実際 適応 場合

あ 師 相談 慎 断 必要 あ  
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b. 肺炎 肺炎  

特徴 

肺炎 中肺炎 主要 病原体 菌性

肺炎 異 痰 伴わ い乾性咳嗽 非定型肺炎

い 主 児 若 者 多 発症 い 高齢

者 増加傾 認 い  

 

常時 対応 

肺炎 外部 持 注意 必要 あ

咳 人 面会 避 う 着用 依

感 場合 あ 咳 職員 療機関

診 勤 時 着用  

 

予防 い  

肺炎 ワ あ 本的 咳

伝播予防 要  

 

疑う 症状 断  

 頑固 咳 特徴的 咳 睡 妨 場合 あ

 

 発熱 高熱 場合 痰

 

 

感 疑 ～対応 方  

 飛沫感 伝播 咳 い 人 始

感 疑わ 入 者 い う  

 感 者 本的 個室対応  

 肺炎 迅 診断 能 般的 臨床症状

診断 多 患者 定 治療 行わ い

 

 肺炎 診断 場合 本的 入院 治療

行わ 軽症例 外来治療 場合 あ  

 

解除 断 

本的 咳 い い 間 対策 対象  



67 

(3) 空気感  

a.結 菌 結  

特徴 

結 結 菌 性感 症 多 人 感 発症

終わ 高齢者 疫 状態 人 発症 い 考え

い 肺 主 病巣 疫 人 全身感 症

結 症状 吸器症状 痰 咳 時 血痰 喀血 全身

症状 発熱 寝汗 倦怠感 体 減少 咳 間

場合 要注意  

高齢者 過去 感 無症状 経過 い 疫力 等

発症 治療 行 肺結 再発例 高

齢者 全身 衰弱 食欲 振 症状 主 咳 痰 発熱

症状 示 い場合 あ  

 

常時 対応 

入 時 結 い 師 健康調査表 確認

う 検査 行う 患者 状態 変化 注

意 う 日 体調 変化 注意 吸器症状 全身症状

場合 結 発症 能性 考慮 診 必要 あ  

 

発生時 対応 

 う 症状 あ 場合 喀痰 検査及 胸部 X線

検査 行い 師 診断  

 検査 結果 間 護職員 護職員 N95 17

着用 能 あ 検査 入 者 個室 利用

望 症状 あ 入 者 直 般入 者 隔

あ 外 用 着用 師 指示 従う

必要  

 施設 結 患者 発生 明 場合 保健

指示 従 対応 う  

 接触者 室者 濃厚接触者 職員 訪問者 家族等

保健 対応 う  

 排菌者 結 門 療機関 入院 治療 原則 発熱 咳

喀血 あ 入 者 隔 期 師 診断 必

要 あ   

                                                   
17 脚注 参照  
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 方 仮 感 者 あ わ 患者 排菌 い

い場合 必 隔 必要 あ 検査 排菌 い

い 確認 門施設 入院治療終了

排菌 い い 確認 場合 患者 状況

応 師 保健 指示 従 対応  

 結 類感 症 診断 師 直 最寄 保健

出 い  

 



69 

(4) 要 感 症 

高齢者 護施設 い 起 得 感 症 必 全 病原体

人 人 伝播 起 限 発症 本人 自 保菌

い 菌 原因 環境 感 起 場合 あ

感 症 施設 遇 高い 十 注意 必要 患  

 

a. 肺炎球菌 肺炎  

特徴 

肺炎球菌 人 鼻 咽頭 常 健康成人 保 い

人 あ 肺炎球菌 引 起 主 病気 肺

炎 気管支炎 吸器感 症 鼻 炎 中耳炎 髄膜炎 あ

 

 

常時 対応 

肺炎球菌 飛沫感 伝播 主 本来常 い 場合

多 隔 等 対象  

高齢者施設 気 感 感

発症 高 い  

 

予防 い  

 性心 患 性 吸器 患 糖 病 礎 患 入

者 肺炎球菌感 群 群 あ

入 者 症感 予防 肺炎球菌ワ 接種 効

 

 手洗い 手指消毒 徹底 う い 励行 必要  

 

疑う 症状 断  

 肺炎 型的 症状 あ 咳 痰 悪寒 発熱 高熱 吸困

胸痛 症状 現  

 痰 鉄 色 痰 出 あ  

 

感 疑 ～対応 方  

 本的 標準予防措置策 対応  

 耐性肺炎球菌感 症 類感 症 あ 幹定

療機関 保健 出 い  
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b. 肺炎  

特徴 

症 属 菌 感 症

自然界 土壌 生息 汚 空調

冷 塔水 飛散

18
吸入 感

施設 感 源 多い 循環式浴槽水 加

器 水 給水 給湯水等  

感 症 急 症 死亡 場合 あ

肺炎 数日 自然治癒 熱 あ

 

 

常時 対応 

増殖 い う 施設 設備 管理 検 清掃 消

毒 徹底 必要 高齢者施設 利用 い 循環式浴

槽 浴槽水 ワ 打 湯 使用 い 毎

日完全 湯 入 え 場合 毎日清掃 回 消毒

必要 消毒 塩素消毒 良い う 長期間消毒

い い循環水 用い 避  

 

予防 い  

 症 感 源 設備 あ 入浴設備 空気調和設

備 冷 塔及 給湯設備 衛生 措置 行う

要

19 

 

疑う 症状 断  

 高齢者 共 入浴施設 利用 肺炎 症状 呈

場合 肺炎 疑い  

 高熱 咳 痰 吸困 症状 現  

 

感 疑 ～対応 方  

 患者 発生 施設 設備 現状 保持

保健 連絡  

 浴槽 感 源 限 感 源 あ 能性 高い

浴槽 直 使用禁 必要  

 症 人 人 感 あ  

                                                   
18 気体中 浮 微 液体 固体 粒子  
19 症 予防 必要 措置 関 技術 指

(http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/legionella/030725-1.html) 
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 症 類感 症 診断 師 直 出

い  

 

c. 誤嚥性肺炎 

特徴 

誤嚥性肺炎 誤嚥 主 口 菌 肺 入

起 肺炎 高齢者 中 脳梗塞 中枢神経系

麻痺 例 嚥 機能 い 場合 あ 通常 食

際 誤嚥 起 能性 高 高齢者 場合

般的 咳 射 睡 中 口 唾液 肺 流

あ  

感 症 際 嘔 伴 誤嚥 起 場合

あ 際 胃液 含 胃酸 肺炎 起  

 

常時 対応 

 嚥 能力 い入 者 食 際 誤嚥 能性 考慮

十 注意 必要 あ  

 普段 状況 比 摂食状態 い 場合 無理 食

い う 注意 う  

 咳 痰 発熱 症状 あ 場合 療機関 診

う  

 

予防 い  

 特 誤嚥 起 い高齢者 場合 普段 口 要

 

 

疑う 症状 断  

 食 際 起 誤嚥性肺炎 食 中 食 咳

い 多い う 場合 誤嚥 起

能性 考慮 い  

 食 際 誤嚥 誤嚥性肺炎 起 う

症状 否定  
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感 疑 ～対応 方  

 誤嚥性肺炎 入 者 伝播 患 あ 飛

沫感 予防策 対応 必要 あ  

 誤嚥性肺炎 診断 場合 本的 入院 治療 行わ

護老人福祉施設等施設 治療 困 場

合  

 


